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令和４年１０月
～令和６年度

９月
定例会
ダイジェスト

「生ごみ出しま宣言袋」など補正予算を可決
Check

印鑑条例の
一部改正

　マイナンバーカード（個人番号カ
ード）を使って、コンビニなどに設置
されている多機能端末から印鑑登
録証明書を受け取ることができるよ
うになる。

　８月の定例教育委員会で、庄内保育所を
令和４年度末で閉所する方針決定がされ、
議会に報告があった。
　庄内保育所の今年度園児数は２１人と少
なく、存続には大規模改修が必要だった。
閉所後は、園児は主に、名和さくらの丘保
育園への入所が見込まれる。

小型除雪機
購入費補助事業
令和４年度補正予算

200万円

自治会が購入する
小型除雪機に

１/２補助 上限100万円

条例

報告

補正予算 補正予算

庄内保育所の閉所が決定 生ごみ処理機等購入費補助
　生ごみを出さないと宣言した人が対象
　令和４年度補正予算２５３万円

せん

　生ごみを自家処理し、ごみとして排出し

ない世帯に、「生ごみ出しま宣言袋」（生ご

み以外の可燃ごみ専用袋）を年間80枚無

料配布する。令和５年４月から実施される。

令和４年度補正予算３７万３千円

生ごみ出しま宣言袋とは

電気式
生ごみ処理機
４/５補助
上限５万円

コンポスト
４/５補助
上限６千円

補正予算

せん

せん

令和５年
１月20日～
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１１４９万円
大山参道市場運営事業
５年間の指定管理委託契約は
令和4年度まで。

４９４万円
町民スキー誘客事業
１８歳以上の町民に、リフト券
購入補助、スノースクール利
用補助を行った。

決算審査・議員はココに注目した part1

６２万円
ハンドル型電動車いす
購入補助
運転免許証を自主返納
した人に１/３助成。

１８７９万円
大山町内に泊まろう！
宿泊応援事業
一人１万円割引　延べ3528人が利用。

耕畜連携 リフォーム等助成 ふるさと納税

社会体育 ICT活用 高齢者の健康

町民目線／議員視点

令和３年度 決算はどうだった?令和３年度 決算はどうだった?
（歳入について）
歳入総額は129億9702万円（前年比８億
8331万円減）でした。ふるさと応援寄附金
が好調で５億36万円の収入がありました。

（歳出について）
歳出総額は121億5190万円（前年比12億
2892万円減）でした。一般会計基金総額は
64億2234万円になりました。

１６８３万円
ふれあい倶楽部遊具
更新工事
町民の声を聞きながら遊具を更新。 1000万円

リノベーション創業
支援補助金
空き家などを改修して創業する
事業者に上限５００万円を補助。

（王新由美子さん、鈑戸）

（中川知世さんファミリー、中山口）

（川床屋・小椋康一さん、大山寺）

小谷英介議員

豊哲也議員

杉谷洋一議員野口俊明議員大杖正彦議員

島田一恵議員大原広巳議員

岡田聰議員

（イチベーカリーさん、妻木）
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決算審査・議員はココに注目した part2

４５３万円

安心な道づくり
街灯設置事業

２０１万円
総合文化祭

総額２億１４９９万円
コロナ交付金事業

決算関係質疑

入場者約2600人３３５６万円
スマイル大山号：運行日数２９５日（一日１５便）
利用客数５１３５人

デマンドバス事業

病
児
・
病
後
児
保
育

問
　
通
園
児
以
外
の
利
用
は
。

答
　
病
児
保
育
の
利
用
は
５
人
中
０

人
、病
後
児
保
育
は
12
人
中
２
人

あ
っ
た
。

電
動
自
転
車
購
入

問
　
今
後
の
活
用
、方
向
性
は
。

答
　
今
年
度
、レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル（
無
償
）

の
検
証
で
活
用
し
て
い
る
。来
年
度
以

降
、有
償
活
用
も
考
え
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

問
　
導
入
後
の
教
職
員
や
生
徒
の
評
判
は

ど
う
か
。

答
　
教
員
か
ら
、動
画
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ

が
充
実
し
て
い
て
、生
徒
の
興
味
関
心

が
高
ま
っ
た
。使
い
や
す
く
授
業
準
備

が
短
縮
で
き
た
な
ど
の
声
を
聞
い
て
い

る
。

基
金
総
額

問
　
基
金
総
額
64
億
円
は
多
す
ぎ
な
い

か
、基
金
活
用
の
計
画
は
。

答
　
財
政
の
安
定
を
考
え
れ
ば
多
す
ぎ
で

は
な
い
。今
後
、施
設
の
解
体
、維
持
管

理
の
費
用
に
当
て
て
い
き
た
い
。

森本貴之議員

米本隆記議員

池田幸恵議員西本憲人議員

門脇輝明議員近藤大介議員

大森正治議員

吉原美智恵議員

9月
定例会

議
案
の
質
疑・討
論

チ
ェッ
ク
し
ま
す

一 般 会 計 補 正 予 算 　 質 疑

道
の
駅
・
備
品
購
入

　

食
堂
で
「
大
山
そ
ば
」
を
販
売
す
る
た
め
、
ゆ
で
麺
機
を

購
入
す
る　

予
算
額
２
８
９
万
円
。

大
山
西
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修

　

実
施
設
計
に
あ
た
り
、
工
事
費
が
当
初
予
算
４
８
１
９
万

円
か
ら
８
３
５
２
万
円
に
増
額
さ
れ
た
。

【
吉
原
議
員
】
道
の
駅
の
食

堂
で
「
大
山
そ
ば
」
を
新
メ

ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
る
目
的

は
。

【
観
光
課
長
】
町
内
産
そ
ば

粉
の
消
費
拡
大
を
は
か
る
た

め
。

　
日
本
遺
産
・
大
山
の
構
成

文
化
財
で
あ
る「
大
山
そ
ば
」

と
「
大
山
お
こ
わ
」
を
セ
ッ

ト
で
Ｐ
Ｒ
し
、
経
済
効
果
を

高
め
て
い
き
た
い
。

【
大
森
議
員
】
工
事
請
負
費

が
1.7
倍
の
増
額
に
な
っ
た
理

由
は
。

【
幼
児
・
学
校
教
育
課
長
】
児

童
の
安
全
を
考
慮
し
、
遊
具

の
周
辺
も
芝
生
化
す
る
こ
と

に
し
た
。

　
ま
た
、
試
掘
の
結
果
、
路

盤
が
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、

排
水
機
能
の
確
保
の
た
め
、

表
層
の
下
に
厚
さ
10
㎝
の
砕

石
路
盤
を
新
設
す
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
。

そばがメニューに仲間入りそばがメニューに仲間入り

グラウンド芝生化が順次進められるグラウンド芝生化が順次進められる

ふ
る
さ
と
納
税
業
務
の
外
部
委
託

　

寄
付
受
付
、
返
礼
品
発
送
、
事
業
Ｐ
Ｒ
な
ど
業
務
の
全
般

を
民
間
事
業
者
に
委
託
す
る
。

生
ご
み
処
理
機
に
補
助

　

生
ご
み
減
量
、
再
資
源
化
の
意
識
高
揚
の
た
め
、
購
入
費

用
の
４
／
５
を
補
助
す
る
。

地
域
活
性
化
起
業
人
の
活
用

　

総
務
省
の
制
度
を
使
い
、
都
市
部
の
民
間
企
業
か
ら
人
材

を
受
け
入
れ
る
。

【
森
本
議
員
】
ふ
る
さ
と
納

税
業
務
を
外
部
委
託
す
る

目
的
は
。

【
企
画
課
長
】
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
、
Ｐ
Ｒ
や
新

し
い
返
礼
品
開
発
に
よ
る
寄

付
額
の
増
加
を
狙
う
。

【
西
本
議
員
】
段
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
や
木
製
の
生
ご
み

処
理
容
器
な
ど
も
対
象
に
な

る
の
か
。

【
住
民
課
長
】「
５
年
間
、
生

ご
み
出
し
ま
せ
ん
」
と
い
う

宣
言
を
す
る
と
対
象
に
な
る
。

【
小
谷
議
員
】
相
手
先
や
政

策
課
題
な
ど
、
取
り
組
み
の

方
針
は
。

【
企
画
課
長
】
具
体
的
な
連

携
先
は
こ
れ
か
ら
選
定
予
定

で
あ
る
。

　
俯ふ

瞰か
ん

的
な
立
場
で
町
の
施

策
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

け
る
事
業
者
と
取
り
組
み
た

い
。
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令 和 ３ 年 度   一 般 会 計 決 算 　 質 疑

討  

論

こ
ど
も
と
楽
し
い
ま
ち

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

慶
応
大
学
と
の
連
携
で
、
子
ど
も
目
線
で
の
地
域
課
題
解

決
に
取
り
組
む
。

観
光
案
内
業
務

　

大
山
へ
の
観
光
客
に
、
各
種
案
内
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
送
付
、

宿
泊
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
う
。
委
託
料
１
０
４
５
万
円
。

【
吉
原
議
員
】
委
託
料
と
し

て
87
万
円
を
支
出
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を

行
っ
た
か
。

【
企
画
課
長
】
令
和
３
年
度

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
と

一
緒
の
事
業
は
で
き
て
い
な

い
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
向
け
、

今
後
、
子
ど
も
が
や
り
た
い

事
業
を
叶
え
る
た
め
、
そ
れ

を
手
伝
う
大
人
の
人
材
育
成

と
し
て
研
修
会
を
3
回
行
っ

た
。

【
門
脇
議
員
】
大
山
観
光
局

に
委
託
し
て
い
る
観
光
案
内

業
務
に
つ
い
て
、
観
光
の
顔

と
し
て
、
担
当
者
へ
の
研
修

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
。

【
観
光
課
長
】
役
場
か
ら
の

研
修
は
な
い
。
大
山
観
光
局

で
研
さ
ん
を
積
ん
で
も
ら
い
、

業
務
に
生
か
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
研
修
に
つ

い
て
も
チ
ェッ
ク
し
て
い
く
。

地
方
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

慶
応
大
学
と
鳥
取
県
、
日
本
財
団
が
共
同
開
発
し
た
「
つ

な
が
り
の
豊
か
さ
指
標
」
を
活
用
し
調
査
し
た
。

　

事
業
費
１
１
９
万
円
。

【
小
谷
議
員
】
コ
ロ
ナ
禍
で

の
住
民
実
態
調
査
を
し
た
と

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
結
果

だ
っ
た
か
。

【
企
画
課
長
】
コ
ロ
ナ
禍
の

町
民
の
実
態
と
し
て
、
運
動

不
足
や
家
計
の
負
担
増
な
ど

が
あ
る
。
関
心
事
と
し
て
は

少
子
高
齢
化
や
、
空
き
家

対
策
な
ど
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　
ま
た
、
困
っ
た
と
き
に
周

り
の
人
に
頼
れ
る
地
域
で
あ

る
こ
と
が
重
要
だ
が
、
そ
の

よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
と
感

じ
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　
今
後
の
事
業
に
生
か
し
て

い
き
た
い
。

浜
の
上
団
地
（
県
営
住
宅
）

　

中
山
地
区
に
あ
る
第
一
団
地
16
戸
を
本
町
が
管
理
し
て
い
る
。

【
西
本
議
員
】
空
室
が
あ
る

よ
う
だ
が
、
募
集
し
て
い
な

い
。
移
住
希
望
者
な
ど
に
需

要
が
あ
る
が
、
入
居
は
で
き

な
い
か
。

【
建
設
課
長
】
住
宅
の
耐
用

年
数
で
あ
る
築
30
年
が
近
く

な
っ
て
お
り
、
現
在
の
入
居

者
に
は
、
県
か
ら
払
い
下
げ

の
打
診
を
す
る
協
議
を
し
て

い
る
。

　
令
和
８
年
ま
で
の
入
居
で

あ
れ
ば
可
能
な
の
で
、
随
時

情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

大
山
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

大
山
チ
ャ
ン
ネ
ル
作
成
委
託
料
２
５
９
６
万
円
。

【
近
藤
議
員
】
大
山
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
視
聴
状
況
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
ど
う

だ
っ
た
か
。

【
企
画
課
長
】
４
２
９
人
か

ら
回
答
が
あ
り
、
74
％
が
大

山
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
見
て
い
て
、

「
ほ
ぼ
毎
日
見
て
い
る
」
ま

た
は「
週
に
数
回
見
て
い
る
」

人
が
44
％
あ
り
、
大
山
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
情
報
は
お
お
む
ね

届
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

　
番
組
の
満
足
度
に
つ
い
て

は
、「
満
足
」「
ほ
ぼ
満
足
」「
普

通
」
で
85
％
で
、
一
定
の
評

価
を
得
て
い
る
と
思
う
。

野
良
猫
不
妊
・
去
勢
手
術
補
助
金

　

飼
い
主
が
い
な
い
猫
に
、
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
る

取
り
組
み
を
支
援
し
た
。

　

令
和
３
年
度
実
績
６
件
、
６
万
円
。

【
池
田
議
員
】
周
知
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か
。

【
住
民
課
長
】
広
報
だ
い
せ

ん
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
内
の
獣
医
師
会

と
契
約
し
、
連
携
し
な
が
ら

や
っ
て
い
る
。

中学生のやりたいを形に中学生のやりたいを形に

大山の顔として、求められるホスピタリティ大山の顔として、求められるホスピタリティ

令
和
３
年
度  

一
般
会
計
決
算

反
対
討
論

【
近
藤
議
員
】
基
金
を
新
た
に
５
億
３
千
万
円
積
み
増

し
て
い
る
が
、
も
っ
と
有
効
に
使
え
た
の
で
は
な
い
か
。

　
令
和
３
年
度
の
出
生
数
は
70
人
、
う
ち
中
山
地
区

は
10
人
だ
。
子
ど
も
の
い
な
い
集
落
が
増
え
、
地
域
の

担
い
手
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
が
、
町
行
政
に
危

機
感
が
見
ら
れ
な
い
。

【
大
森
議
員
】
同
和
対
策
関
連
事
業
は
認
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
同
和
問
題
は
、
社
会
問
題
と
し
て
は
基

本
的
に
解
決
し
て
き
て
い
る
。
固
定
資
産
税
の
減
免
な

ど
、
同
和
地
区
に
限
定
し
た
事
業
の
効
果
は
疑
問
で

あ
る
。

賛
成
討
論

【
吉
原
議
員
】
宿
泊
応
援
事
業
や
、
工
夫
し
て
開
催
さ

れ
た
文
化
祭
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
な
ど
、
大

き
な
ミ
ス
も
な
く
行
わ
れ
た
。

　
同
和
問
題
は
解
決
し
て
お
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹

謗
中
傷
、
結
婚
問
題
な
ど
当
事
者
は
一
生
の
傷
を
負

う
。
実
態
を
よ
く
知
り
、
人
権
学
習
を
続
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

【
岡
田
議
員
】
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
着
実

に
実
施
さ
れ
た
。
財
政
運
営
も
適
切
だ
っ
た
。

　
同
和
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
差
別
は
存
在
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
悪
名
高
い
地
名
総
鑑
と
同
じ
も
の

が
復
刻
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
結
婚
・
就
職
で
身
元

調
査
や
差
別
に
使
わ
れ
る
道
具
と
な
り
、
絶
対
に
許
す

べ
き
で
な
い
。

令
和
３
年
度  

診
療
所
特
別
会
計
決
算

反
対
討
論

【
近
藤
議
員
】
４
３
３
８
万
円
の
赤
字
で
、
コ
ロ
ナ
以

前
に
比
べ
て
赤
字
額
が
２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

　

赤
字
額
は
年
々
増
え
て
い
る
。
担
当
課
は
今
後
、

診
療
件
数
が
右
肩
上
が
り
に
増
え
る
と
予
測
し
て
い

る
。
赤
字
が
減
る
と
計
画
す
る
の
は
住
民
に
対
し
不

誠
実
で
あ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

賛
成
討
論

【
近
藤
議
員
】
小
型
除
雪
機
購
入
費
補
助
金
が
新
た
に

計
上
さ
れ
た
。
担
い
手
不
足
の
集
落
を
支
援
す
る
施

策
と
し
て
評
価
す
る
。

　
原
案
で
は
補
助
率
が
１
／
２
だ
が
、
今
後
は
２
／
３

か
ら
４
／
５
に
補
助
を
増
や
す
こ
と
も
検
討
す
べ
き
だ
。
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決
算
決
算
をを
認
定
認
定

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
付
託
を
受
け
た
15
議
案
は
、
分
科
会
方
式
に

よ
り
9
月
12
日
か
ら
16
日
ま
で
の
5
日
間
審
査
し
、

さ
ら
に
22
日
に
は
委
員
全
体
で
審
査
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
15
議
案
す
べ
て
を
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
し
た
。

決
算
の
特
徴

　
主
な
歳
入
に
つ
い
て
は
、
町
税
収
入
が
、
対
前

年
度
比
0.8
％
減
の
15
憶
７
５
４
７
万
円
、
地
方
交

付
税
が
7.0
％
増
の
53
憶
６
０
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

　

主
な
歳
出
は
、
人
件
費
が
0.6
％
増
の
21
憶

９
５
３
４
万
円
で
あ
る
。
保
育
所
運
営
費
が
、
大
山

ひ
め
ぼ
た
る
保
育
園
の
開
設
に
よ
り
、
１
４
０
６
万

円
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
米
価
下
落
影
響
緩
和
対
策
補
助
金

２
４
５
６
万
円
、
町
民
が
町
内
に
宿
泊
す
る
応
援

事
業
に
１
８
７
９
万
円
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連

の
事
業
も
多
く
実
施
さ
れ
た
。

監査委員の指摘と意見監査委員の指摘と意見 代 表 監 査 委 員　石黒　澄男
議会選出監査委員　野口　俊明

（
指
摘
事
項
） 

 

な
し

（
監
査
意
見
）

検
診
率
の
向
上

　
各
種
健
康
診
査
事
業
や
人
間
ド
ッ
ク
へ
の
助

成
事
業
に
加
え
て
、
受
診
者
の
検
診
結
果
は
、

今
後
の
検
診
率
向
上
施
策
の
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
と

な
り
得
る
の
で
、
基
礎
資
料
と
し
て
整
理
さ
れ

た
い
。

観
光
協
会

　
令
和
２
年
度
に
続
き
、
よ
り
効
果
的
な
観
光

事
業
を
推
進
す
る
組
織
へ
の
一
本
化
な
ど
、
今

後
の
方
向
性
の
議
論
を
慎
重
か
つ
確
実
に
進
め

ら
れ
た
い
。

地
籍
調
査

　
本
町
の
進
捗
率
は
令
和
3
年
度
末
で
約
65
％

だ
が
、
山
林
部
な
ど
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
の
先
進
的
な
リ
モ
ー
ト
セ

ン
シ
ン
グ
に
よ
る
調
査
に
期
待
し
て
い
る
。

指
定
管
理

　

運
営
コ
ス
ト
が
適
切
な
水
準
で
算
出
さ
れ
、

管
理
料
が
適
切
な
金
額
な
の
か
の
視
点
で
、
別

途
監
査
を
検
討
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
際
は
ご

協
力
を
。

行
財
政
改
革

　
ICT
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
業
務
負
担
の
軽
減

な
ど
職
員
の
働
き
方
の
見
直
し
と
、
さ
ら
な
る

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
一
体
的
に
推
進
さ
れ
た

い
。
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
額
や
件
数
は
増
え

た
が
、
引
き
続
き
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
ら

れ
た
い
。

みなさんからのみなさんからの請願・陳情請願・陳情はこうなりましたはこうなりました

題名 提出者と請願・陳情内容 付託した委員会の意見・結果 本会議
採決結果

名和公民館のバ
リアフリー対策
を求める請願書

大山町西坪
　山下　昭治

　本町における公民館施設の基本的な
考え方は、いずれの施設も経年劣化が進
行しており、近い将来に建替えが必要と
されている。
　名和公民館については、役場庁舎と一
体で考えていく必要があることも示唆さ
れており、財政面での検討課題も多く山
積しているのが現状である。
　採決の結果、全会一致で継続審査と決
した。

継続
審査

会 計 年 度 任 用
職 員 の 処 遇 改
善に向けた法改
正と雇用安定を
求める陳情

自治労鳥取県本部
　執行委員長　山口　一樹

大山町職員労働組合
　執行委員長　角田　拡朗

（採択とする意見）
　陳情の趣旨は理解できる。国として法
改正を行い、短時間勤務の会計年度任用
職員にも勤勉手当を支給できるようにす
べきだ。

（不採択とする意見）
　勤務条件は労使間協議で決すべきも
のであり、議会が介在すべきではない。
　また、会計年度任用職員の任期規定を
廃止することは、正規職員の雇用にも影
響を与えるものであり、適切ではない。
　採決の結果、採択2、不採択2の同数と
なったため、委員長裁決により、不採択と
すべきものと決した。

不採択

9 月定例会で審査した請願・陳情の結果を報告します。

意見書名 意見書の内容（要旨） 提出先

肥料価格高騰
対策と耕畜連
携支援を求め
る意見書

1. 原油高騰対策の中で農林水産業の資材費・燃料費高騰対策を早急に講じられた
い。直接的な国の財政支援を求める。

2. 緊急対策の柱として、影響が大きい肥料高騰対策を関係機関やメーカーと連携し
て推進すること。

　また、肥料価格高騰時に対応するセーフティ・ネットの構築も検討すること。

3. 農林水産業の後継者の高齢化や減少によって、地方が衰退しないよう「みどりの食
料システム戦略」の強化を求める。

　特に耕畜連携による運搬・散布費用など堆肥の利用拡大に支援していだだきたい。

衆議院議長 
参議院議長 
内閣総理大臣
財務大臣 
農林水産大臣

国へ提出する意見書
意見書を町長に提出意見書を町長に提出
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教育民生 常任委員会

シルバー人材センターの現状と課題について

大山公民館で意見交換

　9月12日から16日
の5日間、所管する各
課から令和3年度一般
会計歳入歳出決算、令
和4年度一般会計補正
予算ほか事業の説明を
受け審査した。
　15日はシルバー人
材センターとの意見交
換を行い、現状と今後
の運営などにおいての
課題などを聞き取りし
た。また、町内各球場
の管理状況などの視察
を行った。

ごみ減量化

移動図書館車の購入

差別禁止条例

オミクロン株への対応

大山西小学校グラウンド改修

児童クラブの運営

住民課

社会教育課

福祉介護課

健康対策課

幼児・学校教育課

こども課

Q生ごみ処理に対する施策と補
助内容は。

A生ごみを自家処理し、排出し
ないことを宣言できる世帯へ

「生ごみ出しま宣言袋」を無
料配布する。また、電気式生
ごみ処理機、コンポストなど
の購入補助を行う。

Q車両更新の詳細と利活用の
方針は。

A導入から20年経過している
車両を更新するもの。軽自動
車を導入し、より多くの職員
が運転業務を行えるため、さ
らなる事業展開が望める。

Q条例制定へ向けての今後の
動きは。

A専門家の助言を参考にするた
めに、県弁護士会に人選依頼
をするための予算を計上して
いる。またパブリックコメント
も募集する予定だ。

Qワクチン接種について今後の
計画は。

A国において薬事承認され、法
改正を経て接種開始の見込
みだ。10月～12月に計画し
ている集団接種では、新たに
導入するシステムでネット予
約にも対応していく。

Qグラウンド改修費増額の詳細は。
A実施設計にあたって、学校、ス

ポーツ少年団など関係団体と
の協議を経て、芝生植え付け
面積が増えたことや、排水対
策に必要な路盤の新設が必
要になった。

Qなわっ子クラブに携帯電話を
新規導入する目的は。

Aコロナ禍の影響もあり、連絡
がスムーズに行えない場面
が増えた。閉室時間帯でも
ショートメールなどで業務対
応ができるよう、他クラブと
同様に導入する。

の活動常任委員会
9月定例会

総務 常任委員会

医師住宅修繕の説明を受ける

名和診療所医師住宅

　9月12日、13日、14
日の3日間、所管する
各課から令和3年度決
算、補正予算などの説
明を受け審査した。
　9月15日は地域活性
化企業人の受け入れの
ために改修する医師住
宅の確認をした。また
高田工業団地の風力
発電所・ゆで麺機の更
新が予定されている道
の駅の視察を行った。

町税収納状況 マイナンバーカード 遊休用地

ふるさと応援寄付金 小型除雪機の購入補助

税務課 総務課 財務課

企画課 企画課

Q町税滞納繰越分の徴収率増
の要因は。

A令和2年度は固定資産税の徴
収猶予があり令和3年度に徴
収したためである。

　コロナ禍による徴収猶予は令
和2年度のみである。

Q発行率は。
A37.6%と県下では低い方で

ある。
　70代後半は51.0％と高いが

20～30代は伸びていない。
土日も手続きができる窓口を
設けたが、申請手続きは0件
であった。

Q遊休用地の取り組みは。
A売却可能な用地に看板を立て、

取り組みを進める。

Q過去最高額となったが今後の
見通しは。

A今後は返礼品の開発やPR力
向上のため、外部委託により
さらに寄付額をのばしていく。

移住定住促進事業

企画課

Q空き家マッチングの実績は。
A令和3年度は9件である。
　内訳は賃貸6件、売買3件、中

山地区5件、名和地区3件、大
山地区1件であった。

Q補助率の見直しはできないか。
A補助を実施している自治体の

多くが1/2としている。
　役場内の会議で決定した内容

である。

大山町議会では、常任委員会で議案や事務・事業などを分担し、
より詳細な審査を行っています。
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あなたの声声を町政町政に
13 人が町長・教育長に
一般質問を行いました。

ページ 質　問　事　項 質問議員

16
１．健康対策と医療費支援でイキイキ元気な高齢者を 杉谷　洋一

１．議会を身近に 池田　幸恵

17
１．本町における、ふるさと納税制度の現状と課題、
　　また、今後の更なる推進について 森本　貴之

１．部活動の現状とこれからは 吉原美智恵

18

１．大山町の地球温暖化対策について
２．男性用トイレにサニタリーボックスの設置を 門脇　輝明

１．歩道が草だらけで通れない場所があるが対応は
２．環境への取り組みについて 西本　憲人

19

１．コロナ禍に負けない教育について
２．水産業振興の課題について
３．副町長人事について

近藤　大介

１．肥料高騰対策支援事業について
２．山陰道淀江IC跡地活用事業について 大原　広巳

20

１．地域ポイント・地域通貨を本町に導入しないか。
２．本町の新型コロナウイルス対応について 豊　　哲也

１．まちの未来をつくる組織づくり、
　　変化に強い組織づくりについて 小谷　英介

21

1．健康ポイント制度事業について 島田　一恵

１．大山町から「平和」の発信を
２．町外中学校への通学費にも補助を
３．旧統一教会問題、国葬問題について問う

大森　正治

22 １．人口減少対策の更なる充実を
２．物価高騰対策の実施を 岡田　聰

◆一般質問とは◆一般質問とは
　議員の日常活動と調査研究、住民の声や
自身の考え方をもとに、町長や教育長など
の方針を問うものです。

　お持ちのスマホやタブレットから、
QRコードを読み込むと、各議員の質問を
YouTube 動画でご視聴いただけます。
　議事録は議会事務局や議会ホームペー
ジで閲覧できます。

経済建設 常任委員会

レンタサイクルの実証実験を視察

大山参道の大山時間ショップ

　９月１２日、１３日、１４
日、１５日の4日間、所管
する各課から令和３年
度決算、補正予算ほか
事業の説明を受け審査
した。
　１４日には、決算審査
資料にある大山恵みの
里の売り場拡充、マウ
ンテンバイクコース整
備、電動自転車の置か
れている大山時間など
を視察し確認した。

浄化槽設置補助金

水道課

Q令和3年度の浄化槽設置数
は。また、補助件数に制限は
あるのか。

A5人槽3基、7人槽1基を補助
した。設置の制限数はなく、今
後も希望があれば対応する。

全国和牛能力共進会

農林水産課

Q第12回全国和牛能力共進会
の鳥取県代表者に大会参加
への支援内容は。

A本町から出品が決定した一頭
に、育成費用など支援として
15万円を贈る。また、庁舎に
垂れ幕やのぼり旗を設置する。

タブレット購入

農業委員会

Q導入の目的と活用方法は。
A人農地プランが法定化され地

域計画になり、農地活用の目
標地図作成のため導入する。
また農地パトロールにも活用
し、位置情報を含む写真や現
地入力など作業の効率化を
はかる。

大神山神社

文化財室

Q重要文化財の大神山神社奥
宮の修繕内容は。

Aテニスコート7面分の屋根の
維持修理や、縁板や壁などの
修理を行う事業者支援を行う。
工事は令和7年までの予定で
ある。

スタンプラリー

観光課

Q山陰鉄道開業120周年記念
事業の実施内容は。

AJRと沿線市町が連携しスタン
プラリーを実施する。記念事
業の終着駅となる御来屋駅に
期間限定でスタンプを置く。

仁王道の遊具

建設課

Q遊具の安全点検方法は。
A点検資格を持つ設置施工会

社が年一回行っている。今回、
修繕が必要と診断されたター
ザンロープ滑車と砂場枠の修
繕を行う。
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ふ
る
さ
と
納
税
の

　
自
動
販
売
機
の
設
置
を

高
齢
者
の
健
康
対
策
と

　
　
医
療
支
援
は

部
活
動
の

　
地
域
移
行
問
題
は

議
会
だ
よ
り
や

　
　
議
場
の
活
用
を

町長 町長

教育長 教育長

コ
ス
ト
バ
ラ
ン
ス
を

　
　
考
え
て
検
討
す
る

一
体
的
に

　
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

委
員
会
内
で

　
議
論
し
検
討
す
る

各
学
校
に

　
活
用
を
投
げ
か
け
る

観光拠点でリアル集客を 集落での健康教室

子どもの部活動を支えたい 広い視野で学んでほしい

【
森
本
】 

ふ
る
さ
と
納
税
制

度
は
、
寄
附
を
受
け
る
自

治
体
に
と
っ
て
貴
重
な
財

源
で
あ
る
。

　
直
近
5
年
の
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
の
推
移
と
、

基
金
へ
の
積
み
立
て
額
の

推
移
は
。

【
町
長
】
平
成
29
年
度
と

比
較
し
て
令
和
３
年
度

は
、
と
も
に
約
２
倍
以
上

と
な
っ
た
。

【
森
本
】
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
今
後
の
展
望
と
課

題
は
。

【
町
長
】
令
和
６
年
度
ま
で

は
地
域
再
生
計
画
事
業
へ

寄
付
を
活
用
す
る
。

　
課
題
は
寄
付
企
業
の
新

規
開
拓
だ
。

　
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
業

【
杉
谷
】
高
齢
者
の
健
康

対
策
と
医
療
支
援
充
実
は
。

【
町
長
】
集
落
に
出
向
い
て

の
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー
や
軽

運
動
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。

【
杉
谷
】
特
定
検
診
の
受

診
状
況
お
よ
び
取
り
組
み

は
。

【
町
長
】
令
和
3
年
度
受

診
率
は
32
・
6
％
で
、
さ

ら
な
る
受
診
者
増
の
対
策

を
実
施
し
た
い
。

【
杉
谷
】
健
康
予
防
と
し
て

保
健
師
の
集
落
対
応
は
。

【
町
長
】
各
種
健
康
講
座
な

ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
集

落
対
応
や
地
域
活
動
な
ど
、

福
祉
部
門
の
体
制
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
る
。

【
杉
谷
】
地
域
医
療
を
守

【
吉
原
】
少
子
化
が
進
み

部
活
運
営
が
困
難
に
な
る

な
か
、
国
か
ら
令
和
７
年

度
ま
で
に
公
立
中
の
部
活

指
導
を
地
域
に
移
行
す
る

改
革
が
提
言
さ
れ
、
部
活

の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い

る
。
検
討
は
。

【
教
育
長
】
委
員
会
内
で

議
論
し
て
い
る
。

　
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
設
置

し
な
が
ら
、
移
行
す
る
。

【
吉
原
】
指
導
者
確
保
の

問
題
は
。

【
教
育
長
】
指
導
者
の
絶

対
数
が
足
り
な
い
。

　

活
動
中
の
ト
ラ
ブ
ル
に

対
す
る
責
任
の
所
在
な
ど

の
課
題
も
あ
る
。

【
吉
原
】
部
活
の
受
皿
と
な

る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
民

【
池
田
】
以
前
、
新
聞
報

道
で
自
分
の
好
き
な
新
聞

記
事
を
10
分
間
読
む 

「
朝

新
聞
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
が
、
取
り
組
ん
で
い
る

学
校
と
ね
ら
い
は
。

【
教
育
長
】
大
山
中
学
校

の
全
学
年
で
あ
る
。

　
広
く
社
会
の
こ
と
を
知

り
、
興
味
・
関
心
を
深
め

る
こ
と
で
未
来
を
生
き
る

力
を
養
う
た
め
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

【
池
田
】
と
て
も
良
い
取
り

組
み
だ
。
町
内
全
中
学
校

で
取
り
組
ま
な
い
か
。

【
教
育
長
】
校
長
会
で
検

討
し
た
い
。

【
池
田
】
18
歳
か
ら
投
票

が
可
能
に
な
っ
た
が
投
票

率
は
低
い
。

務
委
託
を
検
討
す
る
。

【
森
本
】
制
度
の
推
進
や
、

人
材
育
成
な
ど
、
事
業
に

係
る
課
題
は
。

【
町
長
】
サ
イ
ト
上
で
魅
力

を
伝
え
き
れ
て
い
な
い
こ

と
、
職
員
数
を
毎
年
増
減

で
き
な
い
こ
と
だ
。

　
外
部
委
託
に
よ
り
課
題

解
決
と
寄
付
額
増
へ
つ
な

る
た
め
町
内
医
療
機
関
で

の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
に

対
し
て
の
助
成
は
。

【
町
長
】
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

制
度
な
ど
検
討
し
た
い
。

【
杉
谷
】
人
間
ド
ッ
ク
の
助

成
制
度
が
な
く
な
る
75
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
に
対

す
る
支
援
は
。

【
町
長
】
後
期
高
齢
者
医

間
事
業
者
と
、
学
校
を
つ

な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
人
材
バ
ン
ク
の
考
え
方

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】
検
討
す
る
。

【
吉
原
】
部
活
動
は
、
子
ど

も
に
と
っ
て
勉
強
以
外
で

の
活
躍
の
場
で
あ
り
、
大

事
な
問
題
だ
が
、
運
営
主

体
が
変
わ
れ
ば
、
財
政
支

　
本
町
に
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

身
近
な
こ
と
が
載
っ
て
い
る

「
議
会
だ
よ
り
」
を
活
用

し
な
い
か
。

【
教
育
長
】
各
学
校
に
活

用
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

【
池
田
】
卓
上
だ
け
で
な
く

実
践
の
場
と
し
て
、
議
場

の
活
用
は
。

げ
た
い
。

【
森
本
】
ふ
る
さ
と
納
税
の

自
動
販
売
機
を
設
置
し
て

み
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
今
後
、
コ
ス
ト
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
検
討
す
る
。

療
保
険
で
は
助
成
支
援
が

な
い
の
で
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

【
杉
谷
】
生
活
習
慣
病
の

現
況
は
。

【
町
長
】
脳
血
管
疾
患
・

脳
卒
中
は
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。
健
康
づ
く

り
と
介
護
予
防
を
一
体
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

森本貴之森本貴之 議員 議員 杉谷洋一杉谷洋一 議員 議員

吉原美智恵吉原美智恵 議員 議員 池田幸恵池田幸恵 議員 議員

動画はQRコードからどうぞ

【
教
育
長
】
生
徒
会
や
学

級
会
な
ど
を
議
場
で
や
っ

て
み
る
な
ど
、
子
ど
も
達

の
興
味
・
関
心
を
高
め
る

う
え
で
、
効
果
的
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
各
学
校
に
活
用
を
投
げ

か
け
て
い
き
た
い
。

援
や
保
護
者
支
援
が
必
要

と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
中
学
生
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
べ
く
、
環
境
整

備
を
考
え
て
い
く
。

【写真提供】茨城県常総市
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歩
道
が
草
だ
ら
け
で

　
　
通
れ
な
い
対
応
は

町長

国
土
交
通
省
に

　
　
　
　
要
望
を
行
う

シニアカーにからみつく草

【
西
本
】
歩
道
が
草
だ
ら
け

で
通
れ
な
い
場
所
の
対
応

は
。

【
町
長
】
国
道
９
号
線
は

国
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
。

除
草
の
要
請
を
行
っ
て
い

る
が
進
ん
で
い
な
い
。

【
西
本
】
私
も
国
土
交
通

省
に
要
望
し
た
ら
、
対
応

し
て
く
れ
た
が
、
予
算
が

な
く
、
担
当
者
が
枝
切
り

ば
さ
み
で
切
っ
て
い
た
。

　
町
の
建
設
課
・
国
土
交

通
省
・
国
会
議
員
な
ど
に

相
談
し
た
が
、
い
ま
だ
現

状
は
変
わ
ら
な
い
。

　
通
学
路
や
自
転
車
移
動
、

シ
ニ
ア
カ
ー
利
用
者
に
と
っ

て
は
生
活
イ
ン
フ
ラ
だ
と

思
う
。
要
請
だ
け
で
は
何

も
解
決
し
て
い
な
い
が
。

【
町
長
】
毎
年
要
望
し
て
い

る
が
な
か
な
か
解
決
が
で

き
な
い
。

【
西
本
】
シ
ニ
ア
カ
ー
利
用

者
は
今
後
増
え
る
と
思
う

が
そ
の
対
策
は
。

【
町
長
】
免
許
返
納
者
も

移
動
に
不
自
由
し
な
い
よ

う
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利

用
券
も
渡
し
て
い
る
。

西本憲人西本憲人 議員 議員

男
性
用
ト
イ
レ
に

　
汚
物
入
れ
の
設
置
を

町長

今
後

　
設
置
し
て
い
き
た
い

誰にとっても快適なトイレに

【
門
脇
】
高
齢
者
や
前
立

腺
が
ん
、
膀
胱
が
ん
の
患

者
は
術
後
、
尿
漏
れ
が
起

き
や
す
く
な
る
た
め
、
尿

漏
れ
パ
ッ
ド
を
着
用
す
る

こ
と
が
多
い
。

　
し
か
し
、
公
共
施
設
な

ど
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
は

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
（
汚

物
入
れ
）
の
設
置
が
進
ん

で
お
ら
ず
、
パ
ッ
ド
を
外

出
先
か
ら
自
宅
ま
で
持
ち

帰
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
る
。

　
ま
た
、
男
性
用
ト
イ
レ

へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
設
置
は
、
ト
イ
レ
で
幼

児
の
お
む
つ
替
え
を
す
る

お
父
さ
ん
や
、
身
体
は
女

性
だ
が
心
は
男
性
と
い
っ

た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的
少

数
者
へ
の
配
慮
と
な
る
。

　
ま
た
災
害
な
ど
で
ト
イ

レ
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
の
汚
物
の
一
時
保

管
容
器
と
し
て
利
用
が
可

能
で
あ
る
。

　
町
内
の
全
て
の
町
有
施

設
並
び
に
公
共
的
施
設
に

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設

置
を
進
め
る
考
え
は
。

【
町
長
】
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
設
置
は
、
必
要
性

を
十
分
に
認
識
し
、
課
題

の
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

今
後
、
設
置
を
し
て
い
き

た
い
。

門脇輝明門脇輝明 議員 議員

思
い
出
づ
く
り
に

　
　
１
０
０
万
円
を

淀
江
イ
ン
タ
ー
跡
地

　
活
用
事
業
の
今
後
は

教育長

町長

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
た
い

検
討
委
員
会
で

　
　
　
　
協
議
す
る

コロナ禍に負けない絆を

西の玄関口の拠点としたい

【
近
藤
】
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
、
全
国
的
に
不

登
校
や
自
殺
者
の
増
加
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
成
長
に
心
配
な
こ
と
が

増
え
て
き
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
、
本

町
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
影

響
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
当
初
は
学
力

低
下
が
心
配
さ
れ
た
が
、

今
で
は
そ
の
影
響
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

　
一
方
で
、
学
校
内
で
の

問
題
行
動
が
や
や
増
え
て

い
る
印
象
は
あ
る
。

【
近
藤
】
今
の
中
学
３
年

生
は
、
入
学
時
か
ら
ず
っ

と
コ
ロ
ナ
対
策
の
影
響
を

受
け
、
さ
ま
ざ
な
行
事
や
、

部
活
動
な
ど
、
仲
間
た
ち

【
大
原
】
淀
江
イ
ン
タ
ー
跡

地
利
用
案
は
、
県
か
ら
の

要
請
で
は
な
く
、
町
か
ら

の
提
案
か
。

【
町
長
】
町
が
国
や
県
を

巻
き
込
ん
で
提
案
す
る
。

【
大
原
】
検
討
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
と
日
程
は
。

【
町
長
】
大
山
地
区
の
３

つ
の
自
主
組
織
や
商
工
会
、

建
設
業
協
会
、
農
協
、
行

政
な
ど
に
一
般
公
募
を
加

え
て
18
人
の
予
定
で
あ
る
。

　
令
和
４
年
度
末
ま
で
に

３
回
集
ま
り
協
議
す
る
。

【
大
原
】
観
光
拠
点
を
つ
な

ぐ
集
客
施
設
か
。

【
町
長
】
山
と
海
を
つ
な
ぐ

交
流
施
設
に
な
れ
ば
、
町

の
新
た
な
拠
点
と
な
る
。

【
大
原
】
町
内
２
つ
目
の
道

と
有
意
義
な
活
動
を
す
る

時
間
が
大
き
く
損
な
わ
れ

て
い
る
。

　

卒
業
ま
で
に
、
３
年
生

の
体
験
活
動
な
ど
に
各
校

１
０
０
万
円
程
度
の
予
算

を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。

【
教
育
長
】
各
学
校
と
協

議
し
、
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か

確
認
し
て
い
き
た
い
。

の
駅
と
し
て
の
整
備
は

ど
う
か
。

【
町
長
】
考
え
た
い
。

【
大
原
】
大
阪
万
博
ま
で

に
何
か
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
残
土
処
理
に
時

間
が
か
か
る
の
で
難
し

い
が
、
観
光
資
源
と
連

携
で
き
る
施
設
を
め
ざ

し
た
い
。

近藤大介近藤大介 議員 議員

大原広巳大原広巳 議員 議員

動画はQRコードからどうぞ

　

こ
の
ほ
か
、
地
球
温

暖
化
や
再
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

質
問
を
し
ま
し
た
。
１

問
目
の
問
題
解
決
に
も
つ

な
が
る
雑
草
を
活
用
し

た
発
電
の
仕
組
み
を
提

案
し
た
ら
、
町
民
や
事

業
者
の
意
識
付
け
に
つ
な

が
れ
ば
面
白
い
と
の
返
答

で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
肥
料
高

騰
対
策
と
し
て
、
町
の

再
生
協
議
会
が
柱
と
な

り
推
進
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
産
堆
肥
の

利
用
促
進
や
土
壌
検
査

の
推
進
な
ど
、
化
学
肥

料
の
減
少
対
策
を
議
論

し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
漁
業
振

興
の
課
題
に
つ
い
て
質

問
し
、
水
産
業
振
興
の

計
画
づ
く
り
を
提
案
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
学
教
育
改

革
で
実
績
の
あ
る
吉
尾

副
町
長
を
登
用
し
た
ね

ら
い
を
町
長
に
質
問
し

ま
し
た
。
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町
政
運
営
が

　
ワ
ン
マ
ン
で
は
な
い
か

町長

各
課
と
の

　
協
議
は
で
き
て
い
る

現場の声は届いているか

【
小
谷
】
議
会
で
担
当
課

長
が
説
明
に
困
る
状
況
を

よ
く
み
る
。
担
当
課
が
事

業
の
目
的
や
目
指
す
成
果

を
整
理
・
消
化
で
き
て
い

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず「
町

長
の
指
示
だ
か
ら
取
り
組

む
」
と
い
う
ワ
ン
マ
ン
経
営

の
組
織
風
土
に
な
っ
て
い

な
い
か
。

【
町
長
】
各
課
と
協
議
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
る
。
私

を
含
め
職
員
に
は
も
っ
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

求
め
て
い
き
た
い
。

【
小
谷
】
町
長
と
現
場
の
つ

な
ぎ
役
、
部
署
を
ま
た
ぐ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
し
て

「
町
長
室
」
の
よ
う
な
部

署
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
そ
の
役
割
は
、
副

町
長
個
人
に
担
っ
て
も
ら

い
た
い
。

【
小
谷
】
副
町
長
個
人
に

頼
っ
た
や
り
方
で
は
、
副

町
長
が
交
代
し
た
ら
何
も

残
ら
な
い
の
で
は
。

　

外
部
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
頼
み
で
は
な
く
、
自
ら

企
画
・
実
行
・
改
善
す
る

役
場
組
織
を
つ
く
る
に
は
、

小谷英介小谷英介 議員 議員

地
域
ポ
イ
ン
ト
の

　
導
入
を
検
討
し
な
い
か

町長

事
例
調
査
や
情
報

　
収
集
な
ど
は
し
て
い
る

地域ポイントで経済循環を

【
豊
】
本
町
で
は
現
在
地
域

通
貨
・
地
域
ポ
イ
ン
ト
の

導
入
は
検
討
し
て
い
る
の

か
。

【
町
長
】
導
入
予
定
は
な
い

が
、
い
ろ
い
ろ
な
事
例
を

調
べ
た
り
、
情
報
収
集
な

ど
は
し
て
い
る
。

【
豊
】
地
域
通
貨
・
地
域
ポ

イ
ン
ト
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
地
域
内
で
の
経
済
循

環
、
新
規
事
業
者
の
参
入
、

補
助
金
交
付
や
、
商
品
券

配
布
な
ど
の
コ
ス
ト
が
抑

え
ら
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

メ
リ
ッ
ト
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
特
に
何
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
地
域
内
で
の
経
済

循
環
と
い
う
の
が
特
に
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

【
豊
】
導
入
に
お
い
て
、
コ

ス
ト
的
に
も
、
近
年
大
分

ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
て
き
て

い
る
が
、
障
害
ま
た
デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

【
町
長
】
運
用
経
費
、
決

済
手
数
料
な
ど
の
経
費
が

か
か
る
こ
と
が
デ
メ
リ
ッ

ト
だ
と
考
え
て
い
る
。

豊　哲也豊　哲也 議員 議員

健
康
ポ
イ
ン
ト

　
制
度
の
導
入
は

本
町
か
ら

　
平
和
の
発
信
を

町長

町長

い
ろ
い
ろ
な

　
情
報
を
参
考
に
し
た
い

定
期
的
な
展
示
を

　
　
し
て
啓
発
し
た
い

自然の中でウォーキング

町内の戦災を物語る資料

【
島
田
】
健
康
診
断
受
診

者
と
健
康
づ
く
り
教
室
の

参
加
者
は
。

【
町
長
】
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
減
少
し
た
。
令
和
３
年

度
は
、
コ
ロ
ナ
前
の
受
診

者
数
と
な
っ
た
が
健
康
づ

く
り
教
室
は
実
施
で
き
な

か
っ
た
。

【
島
田
】
健
康
診
断
受
診

者
や
健
康
づ
く
り
教
室
、

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の

参
加
者
を
強
化
す
る
た
め

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】
勧
奨
動
画
の
配

信
を
し
て
お
り
、
令
和
５

年
度
は
ネ
ッ
ト
予
約
が
で

き
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
導

入
を
考
え
て
い
る
。

【
島
田
】
健
康
ポ
イ
ン
ト
や

ア
プ
リ
を
活
用
し
て
、
健

【
大
森
】
戦
後
77
年
の
今
年

の
夏
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
で
平
和
実
現
の
思
い
を

い
っ
そ
う
強
く
し
た
。

　
平
和
の
心
を
育
み
平
和

の
文
化
を
創
る
た
め
に
、

取
り
組
み
を
推
進
し
た
ら

ど
う
か
。

　
そ
の
た
め
に
、
大
山
口

列
車
空
襲
・
御
来
屋
沖
の

軍
用
船
撃
沈
・
孝
霊
山
米

軍
機
墜
落
な
ど
の
遺
物
・

記
録
・
資
料
を
常
設
展
示

す
る
場
を
設
置
し
な
い
か
。

【
町
長
】
展
示
ス
ペ
ー
ス
な

ど
の
関
係
で
常
設
展
示
は

難
し
い
。

【
教
育
長
】
時
期
に
合
わ
せ

て
公
民
館
な
ど
で
特
別
展

示
を
し
て
平
和
の
啓
発
は

で
き
る
。

康
検
診
や
健
康
セ
ミ
ナ
ー

へ
の
参
加
で
、
取
得
し
た

ポ
イ
ン
ト
を
デ
マ
ン
ド
バ

ス
や
施
設
利
用
に
使
用
す

る
考
え
は
。

【
町
長
】
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
活
動
と
合
わ
せ
た

健
康
づ
く
り
と
か
、
広
が

り
の
あ
る
ア
イ
デ
ア
が
取

り
込
め
る
よ
う
な
地
域
ポ

【
大
森
】
原
爆
展
を
適
切

な
時
期
、
場
所
で
毎
年
開

催
し
な
い
か
。

【
町
長
】
平
和
や
人
権
に
関

す
る
定
期
的
な
展
示
は
検

討
し
た
い
。

【
大
森
】「
核
兵
器
廃
絶
宣

言
の
町
」
の
標
柱
設
置
を
。

【
町
長
】
中
山
支
所
に
あ
る

の
で
再
設
置
は
し
な
い
。

島田一恵島田一恵 議員 議員

大森正治大森正治 議員 議員

動画はQRコードからどうぞ

組
織
と
し
て
経
験
を
蓄
積

で
き
る
体
制
を
整
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
引
き
続
き
組
織

が
強
く
な
る
よ
う
に
、
そ

の
よ
う
な
仕
組
み
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

イ
ン
ト
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
あ
れ
ば
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
用
方
法
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
参
考
に
し

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
こ
の
ほ
か
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し

て
、
本
町
か
ら
県
や
国

に
、
２
類
感
染
症
か
ら

５
類
に
変
更
す
る
要
望

を
出
さ
な
い
か
と
の
質

問
に
、
国
で
検
討
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
状
況

を
見
て
対
応
し
た
い
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
町
外
中

学
校
へ
の
通
学
費
補
助

を
再
度
求
め
た
が
、前
向

き
な
答
弁
は
得
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、旧
統
一教
会
と

国
葬
の
問
題
に
つ
い
て
、

町
長
の
認
識
、町
行
政
の

接
触
の
事
実
、対
応
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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人
口
減
少
対
策
の

　
さ
ら
な
る
充
実
を

町長

他
の
事
例
も
参
考
に

　
し
な
が
ら
取
り
組
む

出会いの場を広げたい

【
岡
田
】
婚
活
を
民
間
だ

け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

行
政
が
積
極
的
に
関
わ
り

婚
姻
率
を
上
げ
る
考
え
は
。

【
町
長
】
婚
活
イ
ベ
ン
ト

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
。

　
希
望
す
る
人
が
結
婚
で

き
な
い
課
題
の
解
決
に
努

め
た
い
。

【
岡
田
】
出
産
一
時
金
の

支
給
や
、
養
育
費
の
支
給

で
、
出
生
率
向
上
の
き
っ

か
け
に
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
一
時
的
な
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
事
業
で
合
計

特
殊
出
生
率
が
上
が
っ
て

も
、
引
っ
越
し
さ
れ
る
と

人
口
は
増
え
な
い
こ
と
に

な
る
。

　
本
町
で
は
、
子
ど
も
が

大
人
に
な
る
ま
で
幅
広
く

手
厚
く
支
援
し
て
い
く
。

【
岡
田
】
他
の
自
治
体
や
外

国
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
有
効

施
策
を
行
い
、
人
口
増
に

つ
な
げ
て
い
る
が
。

【
町
長
】
他
の
自
治
体
の

事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

子
育
て
支
援
人
口
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

岡田　聰岡田　聰 議員 議員

　
こ
の
ほ
か
、
物
価
高

騰
対
策
の
質
問
を
し
、

町
長
か
ら
物
価
高
騰
の

状
況
に
よ
り
必
要
に
応

じ
て
対
策
を
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
肥
料
高
騰

緊
急
対
策
事
業
も
今
後

進
め
て
い
く
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

追跡 町民からの陳情採択の
その後は？

速やかな対応が望まれる塩津川

令和３年12月
●塩津川の改修に関する陳情

令和４年２月に堆積物の撤去を行った。
現在は、改修計画を県と協議中である。

●少子化対策として子育てと教育の経
済的負担軽減を求める陳情
令和４年度より、町内全ての児童生徒を対象に給食
費の無償化を実施している。
養護学校・寺子屋・フリースクールなどに通学する
児童生徒の保護者には、年度末に実績をもとに精
算の予定である。

令和4年6月
●「とっとり森・里山等自然保育認証制

度」に関する陳情
先に導入している自治体を参考にし、制度について
検討している。
早いうちに結論を出し方向性をお知らせしたい。

おもと学級
議員と話そう

「おもと学級」とは…
大山公民館の活動の一つ、おもと学級の名称は、
植物の万

お
年
も

青
と
（いつまでも青く若々しい）にちなん

で名付けられました。大好きな大山町がもっと暮ら
しやすくなるために、日々の生活の中で感じている
ことを講座の一つとして話し合いました。

7月5日 10：00~12：00大山公民館で開催しました。
（質問カードをもとに多くの参加者からのご意見、ご要望を頂きました。）

参加者の皆さんからこのようなご意見がありました。
○大きな施設を一つ作るより、図書館、集会所、食堂な

どの小さな拠点を沢山増やした方がいいのではないか。

○本町の歴史が詳細に示されている豪円和尚の本を大山
チャンネルのスタッフにも読んでほしい。

○ドローン撮影などを活用して、町民を元気づける番組
を増やしてほしい。

○大山チャンネルで町内現場で働く人達の紹介をもっと
増やせないか。

○デマンドバスをもっと利用しやすくできないか。

○肥料や資材などの高騰をなんとかしてほしい。 大好きな大山町を語り合う
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一目一目ででわかるわかる審議結果審議結果
◯賛否の分かれた議案

氏　　名
議　　案

小
谷
英
介

西
本
憲
人

豊　
哲
也

島
田
一
恵

森
本
貴
之

池
田
幸
恵

門
脇
輝
明

大
原
広
巳

大
杖
正
彦

大
森
正
治

杉
谷
洋
一

近
藤
大
介

吉
原
美
智
恵

岡
田　
聰

野
口
俊
明

結
果

９月定例会
令和 3 年度大山町一般会計歳入歳出
決算の認定について

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 賛成12人
認定

令和 3 年度大山町住宅新築資金等貸
付事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 賛成14人
認定

令和 3 年度大山町国民健康保険診療所
特別会計歳入歳出決算の認定について

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 賛成13人
認定

令和 3 年度大山町温泉事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成14人
認定

会計年度任用職員の処遇改善に向けた
法改正と雇用安定を求める陳情

× ○ ○ × × ○ × × ○ ○ × ○ × ○ × 賛成7人
不採択

○は賛成、×は反対あるいは保留

7 月臨時会
9 月定例会
提出議案

７月臨時会　補正予算（2件）、損害賠償（2件）
９月定例会　条例（3件）、決算認定（11件）、補正予算（6件）、発議（1件）
議案の議決は、米本隆記議長を除く１５人で行います。

◯全会一致で議決した議案
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議長・副議長にきく
〜政策提言のできる議会〜

特 集

今回の特集テーマは「政策提言」です。議会の主な役割
は、議決・監視・政策提言の３つだと言われています。その
なかでも全国的に取り組みがなかなか進まないといわれる

政策提言について、大山町議会では現状どこまでできてい
るのでしょうか？これまでの取り組みや課題について、米本
議長、大原副議長の2人にインタビューをしてみました。

時
代
が
変
わ
っ
た

ま
ず
は
、な
ぜ
い
ま
、議
会
に
よ
る
政
策
提
言
が
重
要

な
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

米
本
：
平
成
12
年
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
て
、

国
と
地
方
の
役
割
分
担
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い

で
す
ね
。地
方
が
自
分
で
予
算
の
使
い
道
を
決
め
る
時
代

に
な
り
ま
し
た
。議
会
も
、住
民
の
代
表
と
し
て
使
い
道
を

積
極
的
に
提
案
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
原
：
昔
の
議
員
は
、自
分
の
集
落
の
困
り
ご
と
を
訴
え
て
補
助
金
を
と
っ
て
く
る
こ
と
が
重

要
な
仕
事
で
し
た
。で
も
、今
は
10
集
落
に
1
人
の
割
合
し
か
議
員
が
い
ま
せ
ん
。自
然
と
、広

い
視
野
が
必
要
と
な
り
、町
全
体
の
政
策
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

実
際
に
は
、ど
の
よ
う
な
方
法
で
政
策
提
言
を
し
て
い
ま
す
か
？

大
原
：
神
奈
川
県
大
磯
町
の
先
進
事
例
を
参
考
に
し
て
、「
事
務
事
業
評
価
」と
い
う
取
り
組
み

を
、令
和
元
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み
で
は
、特
に
重
要
だ
と
思
う
事
業
を
議
会

で
い
く
つ
か
に
絞
り
、予
算
を
消
化
で
き
て
い
る
か
だ
け
で
は
な
く
、事
業
の
意
義
や
効
果
な
ど

に
焦
点
を
あ
て
て
評
価
を
し
、具
体
的
な
改
善
提
案
も
提
出
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

政
策
提
言
は
む
ず
か
し
い

な
る
ほ
ど
。実
際
に
や
っ
て
み
て
い
か
が
で
す
か
。

米
本
：
正
直
な
と
こ
ろ
、想
像
し
て
い
た
以
上
に
難
し
い
で
す
ね
。議
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
視

点
や
物
差
し
が
全
然
違
う
の
で
、具
体
的
な
提
案
を
す
る
と
こ
ろ
ま
で
な
か
な
か
も
っ
て
い
け

ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
に
15
の
事
業
に
つ
い
て
議
会
に
よ
る
事
務
事
業
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

担
当
課
と
改
善
の
方
向
性
を
合
意
で
き
た
事
例
は
数
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。

大
原
：
確
か
に
ま
だ
模
索
し
て
い
る
状
況
で
す
ね
。し
い
て
言
え
ば
、だ
い
せ
ん
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に

関
す
る
政
策
提
言
は
、担
当
課
や
町
長
と
課
題
認
識
を
共
有
で
き
た
手
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。今

後
、実
践
さ
れ
る
よ
う
に
チ
ェッ
ク
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
詳
細
は
上
の
図
を
参
照
）

求
め
ら
れ
る
議
員
の
資
質
向
上

今
後
に
む
け
た
課
題
は
何
で
す
か
。

大
原
：
今
後
も
、事
務
事
業
評
価
を
通
じ
た
政
策
提
言
は
続
け
て
い
き
ま
す
。議
員
討
論
会
で

テ
ー
マ
を
深
堀
り
し
た
り
、先
進
事
例
を
行
政
視
察
す
る
な
ど
、議
会
の
各
種
の
取
り
組
み
を
、

点
で
は
な
く
、線
で
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

米
本
：
政
策
提
言
の
目
指
す
か
た
ち
と
し
て
、予
算
規
模
も
セ
ッ
ト
で
提
案
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
。こ
の
事
業
を
こ
れ
く
ら
い
の
予
算
で
や
り
ま
し
ょ
う
、そ
の
た
め
に
は
こ
の
事
業
を
や
め

な
い
と
予
算
が
足
り
な
い
で
し
ょ
、と
具
体
的
に
言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

大
原
：
ひ
と
つ
の
目
標
と
し
て
、事
務
事
業
評
価
や
政
策
提
言
の
結
果
、事
業
を
廃
止
す
る
、と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
実
現
し
た
い
で
す
。財
源
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。廃
止
を
し
な
い
か
ぎ
り
、新

た
な
取
り
組
み
も
で
き
ま
せ
ん
。

議
員
個
人
の
資
質
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

大
原
：
議
員
は
浅
く
広
く
知
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、農
業
に
強
い
議
員
、観
光
に
強
い
議
員

な
ど
、各
議
員
が
専
門
分
野
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。い
ろ
い
ろ
な
議
員
が
い
る
こ
と
で
、議

会
全
体
と
し
て
の
総
合
力
が
高
ま
り
ま
す
。

米
本
：
地
に
足
の
つ
い
た
政
策
提
言
を
し
て
い
く
た
め

に
も
、普
段
か
ら
現
場
に
足
を
運
ぶ
な
ど
、議
員
は
常
に

住
民
生
活
に
ア
ン
テ
ナ
を
は
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。昨

年
に
引
き
続
き
、議
員
が
集
落
へ
出
向
く
機
会
も
積
極
的

に
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

活
発
な
政
策
提
言
で
大
山
町
議
会
が
全
国
の
先
進

事
例
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

だいせんファンクラブの事例紹介

○大山町出身の方、大山町に関心をお持ちの
方々との交流を通じて大山町のＰＲを促進

○県外における町のイメージアップ並びに情報
交換の場

○「広報だいせん」「県政だより」、パンフレッ
ト等のふるさと情報を随時配布

○交流会の実施（関東と関西で1年おきに開催）

○令和 3 年度は、交流会の代わりに、希望者
へ町特産品をお届け

平成 26 年度末 176 人　令和 3 年度末 172 人

だいせんファンクラブの目的

ファンクラブ会員数

主な活動内容

ふるさと納税寄付者を
対象としたファンクラ
ブをつくっていきたい。
SNS も活用していきた
い。

○実態として、都会に住んでいる少数の大山町出身者コミュニティ
になっている。会員数も増えておらず、高齢化している。

○ふるさと納税の寄付者をターゲットにした施策や、SNS を利用し
たコミュニティづくり施策を検討しないか。

役場執行部の回答議会による評価・提言

米本議長 大原副議長
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お知ら
せ

New
s

議員と語る会の開催を希望する集落を募集します

時期：令和 4 年 10 月中旬頃から 11 月
＊ご希望の集落には、3 人の議員を派遣して議員と語る会を開催します。
　議会事務局やお近くの議員へお気軽にご相談ください。
　議会事務局連絡先：0859-54-5213

コラム 議員の仕事ってなにしとるだ？

大山町の議員って何人いるの？
人数はどうやって決まっているの？

行政視察

◇総務常任委員会（門脇、島田、米本、大森、西本）
時　　期／令和 4 年 10 月 5 日～ 10 月 7 日
視 察 先／北海道　美瑛町・芽室町・浦幌町
視察内容／電子地域通貨による地域活性、議会改革の取り組み

◇教育民生常任委員会（森本、小谷、野口、岡田、近藤、吉原）
時　　期／令和 4 年 11 月 17 日〜 11 月 18 日
視 察 先／岡山県早島町・和気町、島根県大田市など
視察内容／ボランティアポイントによる地域活性、山村留学など

◇経済建設常任委員会（大杖、豊、杉谷、大原、池田）
時　　期／令和 4 年 11 月 16 日～ 11 月 17 日
視 察 先／愛媛県今治市、高知県高知市、徳島県板野町など
視察内容／地産地消と食育、楽しめる観光案内所、レンタサイクルなど

視察の受け入れをしました

6月23日  北海道訓子府町議会
大山町議会のタブレット端末運用、議会だよりについて

8月22日  鳥取県境港市議会
大山町議会のタブレット端末運用について

第5次議会改革調査特別委員会
委員長  吉原美智恵 議員

１６人います。

１期４年間の中で毎回立ち上がっている

『議会改革調査特別委員会』において全議員で
次の４年間の議員定数を話し合って決めています。

議員定数

合併前（旧3町合計）45人
平成１７年　２１人
平成２１年　１９人
平成２５年　１６人
※定数の考え方として人口比なのか、定数を減らして報酬を上げるのか
さまざまな意見を出し合って決めています。

議員定数・議会改革の取り組み状況の一部
年 月 取り組み

平成 17年
３月 大山町・名和町・中山町の３町が合併し、「大山町」が誕生

4月 大山町議会21人の選挙が行われた
（3小選挙区制を導入～合併時のみ）

平成 19年 9月 ケーブルテレビで議会中継開始
（定例会本会議のみ、生・録画放送共）

平成 20年 6月 議会議員定数条例の制定（次期選挙より21人から19人に）

平成 24年 12月 大山町議会議員定数条例の一部改正
（次期選挙より19人から16人に）

平成 25年 1月 本会議（定例会・臨時会）のインターネット配信の本格稼働

令和３年 5月 議員活動にタブレットを導入

コラムページは普段感じているけど、なんとなく議員に直接聞きにくいこと
をわかりやすく伝えていくページです。

表紙の写真は
リノベーション補助金を
活用して、大山口駅前に
カフェをオープンした
福留さんご夫婦です。
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大
山
町
に
は
私
の
大
好
き
な
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。豊
か
な
自
然
、き
れ

い
な
水
、元
気
な
せ
み
や
野
鳥
の
声
な
ど
。

最
近
で
は
、コ
ン
ビ
ニ
が
で
き
た
り
、学
校

の
前
の
田
ん
ぼ
が
家
に
変
わ
っ
た
り
、便

利
に
な
っ
て
う
れ
し
い
反
面
、緑
が
減
り

残
念
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。

と
き
ど
き
、外
の
空
気
を
お
も
い
っ
き

り
吸
う
と
考
え
ま
す
。百
年
後
、こ
の
町
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
な
と
。都
会
に
な
っ

て
い
る
か
も
。人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
か

も
。誰
も
未
来
の
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
、こ
の
町
の
あ
た
た
か
さ
だ
け

は
変
わ
っ
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。あ
い
さ

つ
を
す
れ
ば「
お
か
え
り
」と
返
し
て
く
れ

る
優
し
さ
が
私
の
大
好
き
な
大
山
町
の
姿

だ
か
ら
で
す
。

将
来
、こ
こ
と
は
全
く
違
う
場
所
に
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
も
、百
年
後

の
大
山
町
の
姿
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
あ

い
さ
つ
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

杉森 結吹
（大山中）

私
が
百
年
後
に
残
し
た
い
も
の
は「
自

然
」で
す
。

私
が
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
好
き
だ
な
、素

敵
だ
な
と
思
っ
て
い
る
の
は
、山
と
海―

大
山
と
日
本
海―
が
近
く
に
あ
り
、自
然

に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

春
夏
秋
冬
ア
ウ
ト
ド
ア
が
楽
し
め
ま
す
。

例
え
ば
、登
山
、ス
キ
ー
、海
水
浴
、サ
イ

ク
リ
ン
グ
。大
山
町
が
自
然
で
い
っ
ぱ
い

だ
か
ら
こ
そ
楽
し
め
る
こ
と
。こ
れ
は
大

切
に
す
る
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、ア
ウ
ト
ド
ア
が
好
き
で
す
が
、家

の
周
り
を
歩
く
こ
と
も
大
好
き
で
す
。季

節
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、ど
ん
な
に
気

持
ち
が
い
ら
立
っ
て
い
て
も
だ
ん
だ
ん
落

ち
着
い
て
き
ま
す
。そ
し
て
、自
然
の
力
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
の
好
き
な
大
山
町
の
自
然
。百
年
後

だ
け
で
な
く
、そ
の
後
も
ず
っ
と
残
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

私
は
一
〇
〇
年
後
の
大
山
町
で
、い
さ

い
踊
り
が
今
よ
り
も
身
近
な
も
の
に
な
っ

て
い
て
ほ
し
い
と
思
う
。

な
ぜ
な
ら
、あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

が
、い
さ
い
踊
り
は
小
泉
八
雲
が
書
籍
に

残
す
ほ
ど
美
し
い
も
の
だ
か
ら
だ
。

ま
た
、始
ま
っ
た
時
期
は
不
明
だ
が
、少

な
く
と
も
江
戸
時
代
後
半
か
ら
踊
ら
れ
て

き
た
と
考
え
ら
れ
る
、歴
史
あ
る
踊
り
で

あ
る
。

さ
ら
に
、旧
中
山
町
は
い
さ
い
踊
り
縁

り
の
地
で
あ
り
、こ
の
踊
り
を
広
め
る
こ

と
で
、「
中
山
町
」が
あ
っ
た
こ
と
を
後
世
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、ど
う
し
た
ら
こ
の
踊
り
を
残
せ

る
の
だ
ろ
う
か
。私
は
、小
学
生
ま
で
は
運

動
会
な
ど
で
踊
っ
て
い
た
が
、中
学
生
に

な
る
と
踊
る
機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。だ
か
ら
、誰
で
も
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
け
ば
、い
さ
い
踊
り
が
も
っ
と
身

近
に
な
る
は
ず
だ
。

末宗 はる
（名和中）

　今
号
の
議
会
だ
よ
り
は
、
決

算
審
査
に
焦
点
が
あ
た
り
ま
し

た
。
決
算
審
査
は
「
終
わ
っ
た

こ
と
」
の
点
検
で
す
。

　「
終
わ
っ
た
こ
と
」
よ
り
も

「
こ
れ
か
ら
の
こ
と
」
の
方

が
、
ど
う
し
て
も
注
目
は
集
ま

り
や
す
い
の
で
す
が
、
決
算
審

査
や
事
務
事
業
評
価
を
通
じ

て
、
事
業
執
行
の
結
果
、
ど
れ

く
ら
い
の
成
果
が
あ
っ
た
の

か
、
そ
の
事
業
は
本
当
に
必
要

な
の
か
を
吟
味
検
討
す
る
こ
と

で
、
次
年
度
の
予
算
審
査
や
政

策
提
言
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。　今

号
の
決
算
に
関
す
る
内
容

を
読
ん
で
、
皆
さ
ん
も
感
じ
ら

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
議
員
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

小
谷

はでかけとコスモス

百
年
後
に
残
し
た
い

　
　大
山
町
の
自
然

あ
い
さ
つ
で
つ
な
が
る

　
　
　
　
　未
来
と
今

地
域
の
踊
り
を

太田 壮祐
（中山中）

100年後の大山町に残したいもの
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